
当NPOでは災害時に電力自立できることを目的としていくつかのソーラー発電蓄電システムを構築して実用性信頼性

について調べてきました。

このたび、この結果を医療救護に応用し、災害時に電力や各種回線が障害された状況下を想定して運用しました。

医療救護活動に応用した結果と合わせて2020年1月18日に学会で報告しました。

次ページ以下はプログラム予稿集の内容です。

3月14日に学会報告会を兼ねて実際のスライドを用いて内容の詳細について報告する予定でしたが中止となり、今後

の機会に行うことといたします。

特定非営利活動法人 遠隔地域集落の自立可能性に関する実験的研究推進機構

研究会報告

本研究会は2020年3月14日に開催予定でしたが、新型肺炎対策のため中止となりました。

予定していた内容について紹介させていただきます。
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